
　
総
代
会
議
長
に
は
、
当
日
の
出

席
総
代
の
中
か
ら
、
久
美
浜
町
の

清
水
義
夫
様
が
選
ば
れ
、
慎
重
審

議
の
結
果
、
全
議
案
が
原
案
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

　
第
２７
回
通
常
総
代
会 

開
催

　
令
和
４
年
５
月
３１
日
（
火
）
午

後
１
時
３０
分
よ
り
、
丹
後
地
域
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
ア
ミ
テ

ィ
丹
後
）
に
て
通
常
総
代
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
昨
年
度
に
続
き
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
書
面
議
決
を
推
奨
し
、
来
賓

の
ご
臨
席
や
ご
祝
辞
も
見
合
わ
せ

て
い
た
だ
き
、
総
代
数
２
３
０
名

の
う
ち
、
本
人
出
席
30
名
、
書
面

議
決
書
に
よ
る
出
席
１
５
５
名
で

し
た
。

　
江
浪
敏
夫
代
表
理
事
組
合
長
の

開
会
挨
拶
に
よ
り
始
ま
り
、
議
案

審
議
に
入
り
ま
し
た
。

（ ） 令和 4 年 7 月発行1 第 55 号森 林 組 合 だ よ り
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第
１
号
議
案
　
令
和
３
年
度
事
業
報
告
書
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、　

　
　
　
　
　
　
注
記
表
、
お
よ
び
附
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
令
和
４
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
令
和
４
年
度
役
員
報
酬
の
決
定
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
１
、
理
事
の
役
員
報
酬
を
年
額
６
０
０
万
円
以
内
と
し
、
各
人
の
額
は
理
事
会
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
に
一
任
願
い
た
い

　
　
　
　
　
　
２
、
監
事
の
役
員
報
酬
を
年
額
40
万
円
以
内
と
し
、
各
人
の
額
は
監
事
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
一
任
願
い
た
い

第
４
号
議
案
　
令
和
４
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
最
高
限
度
額
１
０
、０
０
０
万
円

第
５
号
議
案
　
余
裕
金
の
預
入
先
及
び
借
入
金
借
入
先
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
農
林
中
央
金
庫
、
京
都
銀
行
、
京
都
農
業
協
同
組
合
、
京
都
北
都
信
用
金
庫
、　
　

　
　
　
　
　
　
京
都
府
森
林
組
合
連
合
会
と
す
る

第
６
号
議
案
　
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
２７
回 

通
常
総
代
会
提
出
議
案

2令和 4 年 7 月発行（ ） 第 55 号 森 林 組 合 だ よ り

総
代
の
皆
様
、
お
世
話
に
な
り
、

　
　
　
　
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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○令和３年度水源林造成事業（令和４年度繰越）　作業道修理

丹後町徳光

峰山町小西

・森林研究・整備機構（旧：公団造林）の水源林造成事業で、作業道を修理し、
  その奥で間伐や枝打など施業を実施しました。

・事業実施には地区の同意と、森林所有者の同意が必要です。
・事業実施後も、地元管理が必要です。組合で要望を受け付けています。

○令和４年度京丹後市防災減災里山林整備事業　竹林整備　大宮町延利地内他

作業前

作業前

作業前

作業後

作業後

作業後

事　業　紹　介
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新規採用職員の紹介

峰山税務署よりお知らせ

4月より総務課でお世話になっております。
8 年前に主人の地元である丹後に大阪から
移住しました。経理は初めてですが、いち
早く組合のお役に立てるよう努めて参りた
いと思います。よろしくお願いします。

平井 彩子 ( 大宮町河辺 )

苗木のご注文について
出資証券の名義変更等に
ご協力をお願いします

　現組合員さんが亡くなられ､ 出資証券の
名義がそのままになっていませんか？その
場合は、お問合せの上、早急に名義変更
の手続きをお願いします｡ 住所の変更等が
あった場合もご連絡ください。

丹後地区森林組合 総務課
電話（0772）65-4670

各種お知らせ

秋植え、春植え用の苗木のご注文
を受け付けています。
ご要望の方は今年の
１０月末までにお知
らせください。
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皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今

年
は
冷
夏
と
言
わ
れ
、
比
較
的
涼
し
く
夏
の
初

め
を
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
６
月
末
、
急

に
梅
雨
が
明
け
、
猛
烈
な
暑
さ
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
近
年
の
異
常
気
象
の
中
で
す
、
適
度
に

エ
ア
コ
ン
も
使
い
な
が
ら
、
体
調
管
理
に
は
く

れ
ぐ
れ
も
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
岐
阜
県
南

部
か
ら
三
重
県
北
部
に
ま
た
が
る
鈴
鹿
山
脈
の

名
峰 

御
在
所
岳
（
ご
ざ
い
し
ょ
だ
け
）
で
す
。

標
高
は
１
２
１
２
ｍ
、
鈴
鹿
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の

北
に
位
置
し
、
麓
の
湯
の
山
温
泉
か
ら
は
ロ
ー

プ
ウ
ェ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
な
ぜ
御
在
所
岳
に
登
ろ
う
と
思
っ
た
か

と
い
う
と
、
実
は
学
生
時
代
、
ま
だ
山
登
り
の
右

も
左
も
分
か
ら
な
い
頃
に
、
先
輩
に
一
度
だ
け

連
れ
て
来
て
い
た
だ
い
た
事
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
そ
れ
も
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に(;^_^A

。

　

大
学
一
回
生
の
秋
、
寒
風
で
手
が
か
じ
か
む

中
、
氷
の
よ
う
に
冷
た
い
岩
に
手
を
掛
け
、
登
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
訓
練
の
意
味
が
あ
っ
た

中
村
俊
彦
の
・
・
・

「雨に潤うツガの新葉」

「登山道からの景色」
時折景色の開けた岩があります。
私は岩の先端２ｍより先は近づけません。

「中道登山より見た御在所岳方面」
露出した岩と同時に目に入るロープウェーの白鉄塔。
現在でも日本一の高さを誇るそうです。

「登山道上の岩峰」
実際歩くのは岩の付け根の安全な所です。(;^_^A
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の
で
し
ょ
う
、
日
中
は
近
く
の
岩
で
練
習
し
、

あ
え
て
遅
い
時
間
か
ら
登
り
始
め
、
夜
は
、
文

字
通
り
岩
の
間
で
一
夜
を
明
か
す
と
い
う
、
後

に
も
先
に
も
な
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
し
て
翌
日
、
痛
む
体
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら

必
死
で
登
っ
た
先
で
、
普
段
着
の
観
光
客
と
出

く
わ
し
、
何
だ
か
こ
ち
ら
が
恥
ず
か
し
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
自
分
が
ど
ん
な
山
に
登
っ
て
い
る
の

か
全
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
は

そ
れ
を
確
か
め
る
べ
く
、
こ
の
山
を
選
ん
だ
と

い
う
訳
で
す
。

　

改
め
て
普
通
の
登
山
道
を
登
っ
て
み
る
と
、
高

低
差
は
６
５
０
ｍ
程
あ
り
ま
す
が
意
外
と
歩
き

易
い
道
で
、
登
り
１
時
間
半
、
別
ル
ー
ト
で
下

り
２
時
間
、
登
山
道
か
ら
は
鈴
鹿
山
脈
の
山
並

み
や
四
日
市
市
の
市
街
地
、
壮
大
な
岩
壁
が
見

れ
た
り
と
、
近
く
で
と
て
も
良
い
山
で
あ
る
事

が
分
か
り
ま
し
た
。
観
光
が
て
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

に
乗
る
だ
け
で
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

関西でも有名なクライミングスポット
の一つ。実はこの時も、後ろの岩を登っ
ている人がいるんです。

おそらく私が登ったであろう場所。
ルートは真尾根の一番簡単なところ
です。

御在所岳と言えばこの風景。谷筋に
は大きな岩がゴロゴロしており、歩
きにくいですが楽しい場所でもあり
ます。

 「 藤 内 壁 」

「花崗岩特有の青く透き通った水」
不純物や泥が少ないため、波長の短い光を反射して青
く見えるようです。川底や周りの岩が白いのも要因の
一つのようです。

 「 前 尾 根 」

「岩壁直下の谷」

･　

･　

･　

･　

･　

･
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いちがお山頂の整備を行いました

　京丹後市より委託を受け、いちがお山山
頂の整備を行いました。以前は経ヶ岬方面
と網野方面しか展望が望めませんでしたが、
今回遠望支障木を除去したことで、山頂か
ら３６０度見渡せるようになりました。
　登山口から山頂まで片道１時間程度で登
山できる関西百名山のひとつ、「いちがお山」
に、ぜひ一度足を運んでみてください。

里山には良好な景観形成、水源涵養、獣害防止など様々な機能があり、
近年放置され荒廃した里山を整備しそれらを保全する必要があります。

（画像出典：環境省 HP「生物多様性保全上重要な里地里山」）

里山林整備について

網野方面 経ヶ岬方面

峰山方面


